
広報はだの５月１日号に関するアンケート

作成日： 令和７年５月１９日

回答数

問１南地区に長年伝わる「出世祝い凧」を知っていましたか。

項目

回答数

問２

問３

〇性別

項目 女性 無回答

回答数 1 0

〇年齢

項目 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

回答数 4 0 1 0 3

・正月でさえ、滅多に見掛けなくなってしまた、「凧揚げ」が間近で楽しめる
(文化)活動を先々まで繋いで行ってもらいたいと思います。ビニール凧より
「紙竹凧」だから、意味深い趣がある。(やはり、「日本らしいもの」が生活
には大切な事に気付き始めた今日この頃の高齢者より。)
・長年に渡る行事ならではの、人々の応援や支援を大切に、人とのつながりを
大切にしてください。誰もが大空を見上げ、その視線は一つ、そして心も一つ
となる貴重な機会を守り続けて行ってほしいです。その象徴である「出世祝い
凧」は、みなさんの希望です。
・子供の成長を願う凧揚げは是非とも地元に根づかせて欲しく、その運動を通
じて地域住民との絆が活性化出来たらと願います。
・がんばってください。

知らなかった

6

8

知っていた

2

「出世祝い凧」の継承活動を行っている「西風会」への応援メッセージがあ
れば、お聞かせください。

男性

7

20歳代

0

広報はだのを読んで、ご意見がありましたらお聞かせください。

・楽しみにしております。
・いつも楽しみに読ませていただいています。特集記事、そして毎回の定例の
記事、どちらも読み通すことが習慣となっています。同じ秦野を多くの人々と
共有できている実感があります。そして、記事にしたがって動くことで、その
実感は深まり、いよいよ秦野をよく知るようになります。
・広報はだのは毎回楽しく読まさせていただいています。今後も引き続き発行
を願います。
・まだ手元にありません。ポストには4月15日のが入っていました。スマホは
全部が見えないのでつかめません。だから読めません。いつもポストにありが
とうございます。
・このアンケートって、何の目的でやってるの？このアンケートの結果が広報
に生かされていないならやるだけ無駄なのでは？


